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この行から記載してください。書き方は任せます。文量は極力A４１枚でおさめてください。どうしてもの場合は、A４２枚になっても構いませんが、２枚になったら、２枚目もきちんとうめてください。
下記に例を示しますが、特にこだわりはありません。現役生や保護者の方が見て、なるほどなと思うよう、そして個性豊かに書いてもらえば結構です。なお、カラーにはできず、図などものせられません。字のみですので、そこはご容赦ください。〆切は、３月２８日とします。
送付先のメルアドは2/27にお知らせしたメルアドでお願いします。
私は、岐阜大学教育学部に学校推薦型選抜で合格しました。ここでは、学習面（主に共通テストについて）やメンタル面、推薦について、そしてその他皆さんに伝えたいことを書こうと思います。この文章が、少しでも皆さんのお役に立てたら嬉しいです！
①　学習面
３年生になると、やがて共通テストの演習を大量に行うようになります。共通テストは「慣れ」が必要なテストだと私は考えています。時間配分や大問の解く順番など、解く際の戦略が非常に大事なんです。演習をこなしていくうちに、「自分には、大問をこの順番で解くのが合ってる！」「この大問は〇分で解けば良いのか！」と、自分なりの戦略が見えてきます。むやみやたらに解いていくと、気づいた時には「やべっ、あと５分しかねえ！」となってしまうかも…！そのため、学校の授業などで設けられている演習の時間を有効に使ってください。最初の頃は私自身、時間内に解ききることが出来ませんでしたが、演習をこなすうちにだんだんコツをつかめてきて、本番では時間内に解ききることが出来ましたよ！
また、志津子先生が行ってくださる朝の補習、私は受けて良かったです！朝、いつもより少し早く学校に行くのは大変だけど、演習量がこなせて、すごく勉強になりました！
そして、分からないことや困ったことがあれば、先生を頼ること。先生たちはあなたの最強の味方です。「こんな基本的な所を質問して、馬鹿にされたりしないかな…」しません！！先生に質問しに行くのは、とても勇気がいりますよね。でも、大丈夫。勇気あるその一歩が、あなた自身の道を拓いてくれますよ。私自身も、先生の所へ行って何度も質問しました。あの時勇気を出して質問しに行って良かった、と心から思っています。
②　メンタル面
受験勉強は大変です。辛い時や、苦しい時もある。私自身、何度投げ出したくなったことか。でも、ここで皆さんに最もお伝えしたいのは、「諦めたら終わり！」ということです。これは、受験に限ったことではありません。これまで、皆さんもたくさんの壁を乗り越えて来たのではないでしょうか？過去の自分が諦めずに頑張ってきたから、今の自分がいるのです。受験生としての日々を過ごす中で、なかなか思い通りにいかないこともあるかもしれません。そんなとき私は、定期テストや模試といった、たくさんの壁を頑張って乗り越えてきた過去の自分を思い出して「よし、ここまで頑張ってきた自分のためにも、あと少し、諦めずに頑張るぞ！」と、自分を奮い立たせていました。リフレッシュ方法は人それぞれ。自分に合う方法をぜひ、見つけてみてください！
そして、「プラス思考」も大切だと私は思っています。辛い時や苦しい時、どうしてもマイナス思考になってしまいがちですよね。でもそれを、見方を変えて、プラス思考に出来たりしませんか？それだけで、心が軽くなりますよ！
③　推薦について
私は受験するにあたり、「学校推薦型選抜」を受験しました（私は共通テスト「あり」でしたが、共通テスト「なし」の推薦入試もあります）。学校推薦型選抜を受験するためには、まず⓵志望理由書を作成して、校内の選考を通過する必要があります。その上で、⓶出願先の大学に合わせて必要な書類を作成して提出し、さらに⓷面接の練習を行います。⓵～⓶は、共通テスト前に行います。場合によっては、⓷までを共通テスト前に行うこともあります（面接試験が共通テスト前に行われるため）。そのため推薦入試を受ける場合、共通テストや一般入試の勉強にプラスして、推薦入試の準備を行わなければなりません。推薦入試って、意外とハードなんです。だから、軽い気持ちで受けられるものではありません。「ワンチャン」じゃ、ないんです！
メリットもあります。推薦入試においては、「志望動機」が重要です。どうしてその大学に入りたいのか、その大学で何をしたいのか、卒業後はどうするのか。その大学に対しての熱意、本気度を見られています。ビジョンを明確に持っていて、それを自分の言葉で伝えられる人は、推薦入試に向いているかもしれません。ビジョンが明確になっていればいるほど、有利です。また、高校生活の中で特別活動（ＦＲＨ活動やボランティアなど）を行っているとより良いです。気になったこと、興味があることには、どんどん挑戦してください！どんなに些細なきっかけでも、大丈夫です！ここで重要なのは、何を行ったかよりも、行った活動で自分は何を得たか。皆さんはＦＲＨ活動を通して、新たな気づきや成長した部分、ありましたか？ぜひ一度、考えてみてください。
私は推薦入試を通して、自分と正面から向き合って、自分のことや進みたい道、自分のふるさとについてなど、様々なことを深く考える機会をいただきました。これらは、一般入試では得られなかったものです。大変だったけれど、その分得られたものも大きかったように思います。推薦入試を検討されている方、興味を持っている方は、一人で考えるのではなく、先生や家族とよく相談して、入試方法を考えてみてください。
④　その他
最後に、皆さんに伝えたいことがあります。皆さんがこれから進む道には、様々な壁があります。でも、その壁を乗り越えた先には、素晴らしい景色が待っています。今まで、楽しかったことや嬉しかったこと、悔しかったことや苦しかったこと、いろんなことを経験してきたのではないでしょうか？皆さんが経験してきたどんなことも、決して無駄ではありません。この先何があっても、大丈夫。人生、生きてりゃ何とかなります！
あなたのことをずっと、応援しています！あなたの未来に、幸あれ！
